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中
田 

宏 

前
市
長
は
「
刎
頚

の
友
」
中
山
大
輔
議
員
に
裏
切

ら
れ
、
嵌
め
ら
れ
た
。 

中
田 

宏
横
浜
市
長
43
歳
「"

私
の 

中
に
指
入
れ"

合
コ
ン
」
と
「
口
封

じ
恫
喝
肉
声
テ
ー
プ
」
『
週
刊
現
代

平
成
19
年
11
月
10
日
号
』 

『
週
刊
現
代
平
成
19
年
11
月
17
日

号
』
『
性
器
に
指
入
れ
』
報
道
を
「
捏

造
」
で
「
提
訴
」
と
は
笑
止 

 

中
田 

宏
前
市
長
は
看
護
学
校
の

生
徒
と
「
合
コ
ン
」
し
た
と
告
発
し

た
の
は
、
中
田 

宏
と
刎
頚
の
関
係

に
あ
っ
た
中
山
大
輔
議
員
の
捏
造

(

悪
質
な
作
文)

が
発
端
。 

 
 

中
田 

宏
は
東
京
地
方
裁
判
所
に

名
誉
毀
損
で
提
訴
し
、
審
理
が
続
け

ら
れ
た
結
果
、
『
性
器
に
指
入
れ
』

さ
れ
た
被
害
者
が
い
な
か
っ
た
。 

 
 

以
下
は
、
中
山
議
員
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
引
用
。 

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は 

横
浜
市
会
議
員
（
神
奈
川
区
）
の

『
中
山
だ
い
す
け
34
』
で
す
。 

27
歳
で
市
会
最
年
少
当
選
：
現
在
７

年
目(

２
期
目)

活
動
中
！
！ 

し
が
ら
み
の
な
い
、
住
民
本
意
の

市
政
の
実
現
を
訴
え
市
会
最
年
少

当
選
（
27
歳
）
か
ら
７
年
。
今
後
も 

 

市
民
の
目
線
に
立
ち
、
地
域
の
声
を

大
事
に
し
、
謙
虚
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
清
廉
潔
白
を
モ
ッ
ト
ー
に
正
義

感
の
あ
る
活
動
を
行
な
い
ま
す
。 

 
長
引
く
不
況
と
財
政
赤
字
な
ど

日
本
を
覆
い
つ
く
し
て
い
る
閉
塞

感
を
打
ち
破
る
た
め
に
は
私
た
ち

若
い
世
代
は
立
ち
上
が
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

将
来
の
日
本
・
そ
し
て
横
浜
の
た

め
に
、
若
い
力
を
存
分
に
発
揮
し
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

横
浜
市
政
に
全
力
投
球
！
！ 

財
政
の
健
全
化 

（
横
浜
の
将
来
に
向
け
て
） 

医
療
・
福
祉
の
充
実 

（
市
民
の
健
康
を
守
る
医
療 

の
充
実
） 

子
供
た
ち
の
為
の
教
育
改
革 

（
夢
の
あ
る
教
育
） 

高
齢
者
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り 

（
高
齢
者
の
住
み
良
い
町
に
） 

         

 

                                      

                                        

一
難
去
っ
て
ま
た
一
難 

 

中
田 

宏
前
市
長
は
「"

私
の
中
に

指
入
れ"

合
コ
ン
」
と
「
口
封
じ
恫

喝
肉
声
テ
ー
プ
」
『
週
刊
現
代
平
成

19
年
11
月
10
日
号
』
『
週
刊
現
代

平
成
19
年
11
月
17
日
号
』
『
性
器

に
指
入
れ
』
報
道
を
「
捏
造
」
で
「
提

訴
」
。
東
京
地
方
裁
判
所
で
名
誉
毀

損
か
否
か
の
審
理
が
続
け
ら
れ
た

結
果
、
『
性
器
に
指
入
れ
』
さ
れ
た

被
害
者
が
い
な
か
っ
た
。 

 

中
山
大
輔
議
員
の
捏
造(

悪
質
な

作
文)

と
判
断
さ
れ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
が
、
華
鈴
灯
の
奈
々
と
の

『
情
交
』
は
横
浜
地
裁
で
審
理
が
進

め
ら
れ
、
１
月
21
日
に
中
田 

宏
の

釈
明
要
求
で
『
何
月
何
日
、
ど
こ
で

『
情
交
』
を
結
ん
だ
か
、
部
屋
番
号

は
』
等
と
『
悪
魔
の
立
証
』
を
せ
よ

と
（
不
退
転
の
決
意
）
迫
っ
て
い
る
。 

 

『
指
入
れ
合
コ
ン
』
は
被
害
者
が 

出
て
来
な
か
っ
た
か
ら
中
田 

宏
は

九
死
に
一
生
を
得
た
に
過
ぎ
な
い
。 

 

結
婚
詐
欺
か
売
買
春
か
は
別
に

し
て
、
奈
々
が
現
実
に
中
田
の
前
に

存
在
し
『
情
交
』
を
結
ん
だ
と
証
言

し
て
い
る
か
ら
捏
造
で
は
な
い
。 

 
 

中
田
の
将
来
を
占
う
裁
判
の
行

方
が
注
目
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。 

▽ 

記
者
の
目 

 

異
性
間
の
情
交
も
、
賄
賂
の
目
的

物
と
な
る
。
（
最
高
裁
の
判
例
） 

▽
上
の
写
真
は
平
成
15
年
10
月

27
日
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
、
見
覚

え
の
あ
る
顔
が
ず
ら
り
と
並
ん
で

い
る
の
が
印
象
的
で
あ
る
。 
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刎
頚
関
係
の
結
末
や
如
何
に
、 

  
 
 

                              

 

 

  


